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５
月
８
日

か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
５
類
に

変
更
に
な
り
、

対
策
も
個
人

の
判
断
に
な

っ
た
。

　

５
類
移
行
に
伴
い
医

療
費
の
公
費
負
担
が
終

了
し
、
検
査
・
外
来
診

療
や
入
院
診
療
も
自
己

負
担
が
発
生
す
る
よ
う

に
な
る
。
旅
行
者
も
多

く
な
り
、
岡
山
駅
で
も

大
き
な
カ
バ
ン
を
持
っ

た
人
達
を
多
く
見
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

６
月
は
田
植
え
の
シ

ー
ズ
ン
と
県
南
部
で
は

農
作
業
で
忙
し
く
な
る

が
、
私
も
息
子
の
家
族

と
鳥
取
方
面
の
温
泉
へ

行
こ
う
か
と
計
画
中
だ
。

　

住
ん
で
い
る
学
区
で

は
体
育
大
会
は
じ
め
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
な
ど

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
お
り
、
み
ん
な

の
元
気
な
顔
を
見
る
の

が
楽
し
み
だ
。

　

教
宣
部
長
と
し
て
の

２
年
間
は
当
初
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
も
の
と
は

少
し
違
っ
た
が
、
文
章

を
書
く
こ
と
の
難
し
さ

を
実
感
し
た
。私
自
身
、

定
年
の
た
め
執
行
部
と

し
て
の
務
め
は
最
後
と

な
る
。
組
合
員
の
み
な

さ
ん
に
は
感
謝
と
と
も

に
、
今
後
も
教
宣
部
の

活
動
に
対
し
情
報
提
供

な
ど
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。
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【
賃
金
対
策
部
】４
月
14
日
に
岡
山
駅
西
口
周
辺

に
て
建
設
業
の
魅
力
向
上
、
職
人
の
処
遇
改
善
を

訴
え
る
べ
く
、
街
宣
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一
般
消
費
者
に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
や
若
年
層

職
人
の
確
保
の
た
め
チ
ラ
シ
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

職
人
の
減
少
が
進
む
建

設
業
界
、
平
成
９
年
の
ピ

ー
ク
時
に
は
全
国
で
７
０

０
万
人
に
迫
る
勢
い
で
し

た
が
、
そ
の
時
を
さ
か
い

に
減
少
を
続
け
、
令
和
７

年
に
は
90
万
人
の
職
人
不

足
が
発
生
す
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
人
の
処
遇
改
善
に

は
一
般
消
費
者
の
理
解

が
必
要
で
あ
り
「
建
設

業
の
魅
力
向
上
、
若
者

た
ち
が
希
望
を
持
て
る

職
業
に
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
本
部
執

行
委
員
か
ら
熊
代
賃
金

対
策
部
長
、
川
上
賃
金

対
策
副
部
長
、
井
上
税

金
対
策
部
長
、
長
森
税

金
対
策
副
部
長
の
４
名

と
書
記
の
計
10
人
が
、

岡
山
駅
利
用
者
に
対
し

街
頭
宣
伝
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
着
用
は
個
人

の
判
断
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
声
出
し
は

控
え
、
の
ぼ
り
旗
や
ハ
ッ

ピ
等
を
着
用
し
た
上
で
実

施
。
今
回
、
１
，
０
０
０

を
超
え
る
数
の
チ
ラ
シ
入

り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
用
意
し
、
駅
を
利
用
す

る
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し

な
が
ら
建
設
職
人
た
ち
の

処
遇
改
善
を
訴
え
た
と
こ

ろ
、
約
１
時
間
半
で
そ
の

全
て
を
配
布
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

物
価
の
高
騰
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
上
昇
な
ど
一

般
消
費
者
も
苦
し
い
状
況

　

５
月
26
日
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
岡
山
５
階
の
お
か
や

ま
未
来
ホ
ー
ル
に
て
、
第

70
回
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
規
模
は
縮
小
で
は

あ
る
も
の
の
対
面
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
事
日
程
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
の
運
動
経
過

と
決
算
報
告
の
後
、
令
和

５
年
度
運
動
方
針
案
及
び

予
算
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出

さ
れ
、
慎
重
に
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
令
和
６
年

４
月
か
ら
建
設
業
に
も
適

用
さ
れ
る
時
間
外
労
働
時

間
の
上
限
規
制
適
用
に
備

え
る
た
め
、
働
き
方
改
革

関
連
法
へ
の
対
応
と
周
知

な
ど
を
行
う
こ
と
、
組
織

全
体
で
職
業
訓
練
校
を
支

え
て
い
く
べ
き
体
制
の
構

築
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
役
員
改
選
に
よ
り
、

新
執
行
部
で
新
年
度
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
会

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次

月
（
７
月
）
号
に
掲
載
し

ま
す
。

駅利用者にチラシ入りティッシュを配布

で
は
あ
り
ま
す
が
、

受
け
取
っ
た
方
か

ら
は
、
職
人
を
心

配
す
る
声
や
励
ま

し
の
声
を
か
け
て

も
ら
う
こ
と
も
あ

り
、
建
設
職
人
の

処
遇
改
善
に
期
待

が
持
て
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
組
合

で
は
職
人
の
賃
金

引
き
上
げ
と
処
遇

改
善
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

組
合
活
動
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
【
賃
金
対
策
部
長　

熊

代
清
治
】
急
激
な
物
価
上

昇
や
材
料
費
の
高
騰
な
ど
、

私
た
ち
建
設
職
人
に
は
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
組
合
と
い
う
大
き
な

組
織
で
声
を
上
げ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
賃
金
対
策

部
の
活
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

新年度方針を確認
70回定期大会を開催

岡山駅で街宣行動
職人の処遇改善に向け

令和５年度税金アンケートに
ご協力ください。
右記二次元コードか
組合HPからスマート
フォン等で回答可能
です。（回答時間約３分） https://www.okayamakenro.or.jp/

受
付
終
了
に
注
意

確
認
書
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

建設業の魅力向上を訴える賃金・税金対策部役員

　
【
住
宅
対
策
部
】先
月
号

で
お
伝
え
し
た
「
住
宅
省

エ
ネ
２
０
２
３
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
は
補
助
金
額
も
多

く
、
業
界
で
の
注
目
も
高

く
大
き
な
反
響
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
と
見
込
み

請
負
契
約
を
行
っ
た
も
の

の
、
補
助
金
申
請
の
受
付

が
終
了
し
、
補
助
金
が
得

ら
れ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク

も
あ
り
、
今
回
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
補
助
金
額
が
多

い
た
め
、
そ
の
リ
ス
ク
も

大
き
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
リ

ス
ク
に
対
応
す
る
た
め

「
補
助
金
利
用
に
関
す
る

確
認
書
」
の
ひ
な
型
を
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

　

組
合
員
だ
け
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
に

は
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
確
認

書
の
使
用
に
よ
り
生
じ
た

ト
ラ
ブ
ル
は
組
合
で
は
一

切
の
責
任
を

負
い
か
ね
ま

す
の
で
、
ご

理
解
の
上
活

用
を
お
願
い

し
ま
す
。

住宅省エネ
キャンペーン
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結婚しました
今後の青年部にも期待

　
【
青
年
部　

福
圓
晃

基（
29
歳
・
和
気
）】
私

事
で
す
が
、
昨
年
末
に

結
婚
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
見

せ
始
め
た
た
め
、
無
事

に
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
、
念
願
だ
っ

た
沖
縄
へ
の
新
婚
旅
行

に
も
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ダ
イ
ビ
ン
グ

や
沖
縄
料
理
を
存
分
に
楽

し
み
、
お
陰
様
で
夫
婦

共
々
大
満
足
の
旅
に
な
り

ま
し
た
。
現
地
で
は
、
マ

ス
ク
を
外
し
て
い
る
人
が

多
く
見
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し

た
。

　

青
年
部
活
動
で
も
、
コ

ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
や
行
動

制
限
の
な
い
動
き
が
徐
々

に
始
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

３
年
前
か
ら
本
部
幹
事
に

な
っ
た
私
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
よ
う
な
行
事
の
運
営

を
経
験
で
き
ず
に
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
球
技
大
会

や
文
化
祭
の
よ
う
な
青
年

部
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
行
事
が
復
活
し
て
い

く
こ
と
で
、
か
つ
て
の
盛

り
上
が
り
を
取
り
戻
せ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

津
山
支
部
が
初
優
勝

４
年
ぶ
り
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】組

合
で
は
国
庫
補
助
金
確
保

に
向
け
た
運
動
と
し
て
、

春
と
秋
の
２
回
、
ハ
ガ
キ

　
【
青
年
部
】コ
ロ
ナ
禍
で

令
和
２
年
か
ら
中
止
と
な

っ
て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
４
年
ぶ
り
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
当
初
は
参

加
数
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
が
、
青
年
部
休
止

中
の
支
部
か
ら
も
参
加
表

明
が
あ
り
、
応
援
に
駆
け

つ
け
た
家
族
や
役
員
、
書

記
な
ど
含
め
、
総
勢
１
８

０
人
が
天
候
に
恵
ま
れ
た

内
尾
広
場（
岡
山
市
南
区
）

に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

選
手
少
数
支
部
で
編
成

さ
れ
た
合
同
チ
ー
ム
含
む

計
12
チ
ー
ム
（
13

支
部
）
が
３
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
予

選
２
試
合
を
行
い
、

そ
の
成
績
に
応
じ

て
上
位
４
チ
ー
ム

が
準
決
勝
戦
に
進

出
す
る
ル
ー
ル
で
、

熱
い
声
援
が
飛
び

交
う
中
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
を
目

指
し
て
戦
い
を
開

要
請
行
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

建
設
国
保
は
、
加
入
者

本
人
か
ら
の
保
険
料
と
国

か
ら
の
補
助
金
で
運
営

さ
れ
て
お
り
、
毎
年
協

力
頂
い
て
い
る
全
建
総

連
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

は
大
変
重
要
な
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
も
上
昇
し
、

国
保
組
合
関
係
予
算
が

厳
し
い
状
況
の
中
、
仲

間
一
人
ひ
と
り
の
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
等
に
よ
り
、

昨
年
も
現
行
補
助
水
準

確
保
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
み
な
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

要
請
ハ
ガ
キ
の
書
き
方

例
は
上
記
を
参
照
く
だ

さ
い
。

始
し
ま
し
た
。

　

今
回
合
同
チ
ー
ム
の
活

躍
が
め
ざ
ま
し
く
、
各
支

部
選
手
の
連
携
プ
レ
ー
が

加
点
に
繋
が
り
、
和
気
を

４
点
差
で
抑
え
た
後
、
７

－
０
で
西
大
寺
を
下
し
た

御
津
を
一
進
一
退
の
攻
防

の
末
に
１
点
差
で
勝
ち
越

し
、
準
決
勝
に
進
出
。

　

都
窪
は
初
戦
で
井
原
に

勝
ち
を
許
す
も
、
次
の
対

岡
山
戦
で
は
守
備
を
整
え

て
25
－
０
で
岡
山
を
完
封
。

得
失
点
差
で
準
決
勝
に
進

み
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
都
窪
を
迎
え

撃
つ
の
は
予
選
で
対
戦
し

た
井
原
。
勢
い
に
乗
っ
た

都
窪
は
途
中
か
ら
追
い
上

げ
を
見
せ
て
リ
ベ
ン
ジ
を

青年部

岡山県建築士会主催
二級建築士受験対策講座

（設計製図）
★安価な受講料で受験生をサポート★

【事前講座】7/16、7/23、7/30
【本 講 座】�8/19、8/20、8/26、8/27、9/2、9/3、

9/9
【会　　場】（一社）岡山県建築士会 ５階会議室

岡山市北区内山下1-3-19
【受 講 料】�事前講座　　各日 5,000円 

本 講 座　　各日10,000円
※本講座を全日受講の場合は60,000円

【定　　員】10人（定員に達し次第締切）
【申込締切】事前講座：7/10 ㈪　本講座：8/7 ㈪
　※詳しくは所属支部まで問い合わせてください。

　
【
住
宅
対
策
部
】岡
山
県

で
は
木
材
需
要
の
大
半
を

占
め
る
住
宅
建
築
に
お
い

て
、
県
産
乾
燥
材
・
県
産

森
林
認
証
材
の
積
極
的
な

活
用
を
目
的
に
、
住
宅
の

新
築
工
事
、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
で
被
災
し
た
住
宅

の
改
修
工
事
を
行
う
施
工

事
業
者
を
対
象
に
最
大
24

万
円
の
助
成
金
を
交
付
す

る
「
お
か
や
ま
の
木
で
家

づ
く
り
支
援
事
業
」
を
令

和
５
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
て
い
ま
す
。

県産材使用で助成金
新築・被災住宅改修が対象

補
助
金
支
給
要
件

⃝
�

一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

（
台
所
、
便
所
、
浴
室

が
あ
り
、
独
立
し
た
生

活
が
で
き
る
住
宅
）、ま

た
は
民
間
非
住
宅
建
築

物
で
あ
る
こ
と
。

⃝
�

主
要
構
造
部
材
に
県
産

森
林
認
証
材
を
４
㎥
以

上
（
被
災
住
宅
の
改
修

工
事
の
場
合
は
２
㎥
以

上
）
使
用
す
る
も
の
。

⃝
�

確
認
済
証
の
交
付
日
ま

た
は
建
築
工
事
届
の
受

理
日
が
、
令
和
５
年
４

月
１
日
以
降
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。
改
修
工
事

の
場
合
は
、
助
成
金
対

象
部
材
の
施
工
地
納
材

が
令
和
５
年
４
月
１
日

以
降
で
あ
る
こ
と
。

⃝
�

建
築
主
と
請
負
契
約
を

締
結
し
て
い
る
こ
と
。

建
売
住
宅
の
場
合
は
、

購
入
者
と
売
買
契
約
を

締
結
し
た
住
宅
で
あ
る

こ
と
。

⃝
�

令
和
６
年
３
月
11
日
ま

で
に
、
助
成
対
象
と
す

る
部
材
の
納
材
が

完
了
す
る
も
の
。

　

申
込
み
方
法
や

詳
細
に
つ
い
て
は

岡
山
県
木
材
組
合

連
合
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。岡山県木材組合連合会

２次元コード

果
た
し
ま
す
。
合
同
チ

ー
ム
に
対
峙
し
た
の
は
、

津
山
。
序
盤
か
ら
津
山

は
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
、

16
点
差
で
完
勝
し
、
決

勝
戦
は
津
山
と
都
窪
に

な
り
ま
し
た
。

　

接
戦
の
末
、
栄
冠
を

手
に
し
た
の
は
津
山
支

部
で
、
な
ん
と
今
回
初

優
勝
。

　

ま
た
、
来
場
の
子
供

達
を
対
象
に
し
た
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
も
盛
り

上
が
り
、
賑
わ
い
溢
れ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

優勝した津山支部青年部

守ろう建設国保
ハガキ要請行動にご協力を
【ハガキ裏面の書き方文例】

私
は
、
岡
山
県
で
□
□
□
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
命
と
健
康
を
守
る
大
切
な
制
度
で

す
。

私
た
ち
の
建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、
現
行
水
準

を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

ご家族の方は、
続柄（私の夫・
私の父等）を書
いてください。

組合員本人の職
種を書いてくだ
さい。
例：�大工・配管

工・塗装工・
配電工・左
官・内装工
など

役
員
の
応
援
に
も
熱
が
入
る

助成金額及び受付件数

区　　分 一戸（件）あたりの
助成金額 受付件数

住　宅
新築 12～24万円

（県産森林認証材３万円／㎥）
450戸程

改修 ６～24万円
（県産森林認証材３万円／㎥）

民　間
非住宅 新築 12～24万円

（県産森林認証材３万円／㎥） 50戸程

※ すべての申込みを先着順に受付します。受付件数には限
りがあります。
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様
々
な
課
題
を
協
議

支
部
間
の
繋
が
り
も
深
ま
る

　
【
総
社
支
部　

今
川
幸

雄
通
信
員
】
４
月
21
日
、

サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
に
て

西
備
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
、
本
部
役
員
９
人
、
支

部
役
員
21
人
、
計
30
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
組
合
員
の

暮
ら
し
と
仕
事
を
守
る
た

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】法

人
事
業
所
、
ま
た
は
個
人

事
業
所
で
常
時
５
人
以
上

の
従
業
員
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
は
、
社
会
保
険

（
協
会
け
ん
ぽ
と
厚
生
年

金
）
の
適
用
事
業
所
と
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
主
や
従

業
員
が
既
に
建
設
国
保
に

加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

健
保
適
用
除
外
制
度
（
建

設
国
保
と
厚
生
年
金
）
を

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
建
設
国
保
を
脱
退

ー�36協定届�ー

届出行っていますか
時間外・休日労働の際に必要

　

従
業
員
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
の
み
な
さ
ん
、

36
協
定
届
（
時
間
外
・
休

日
労
働
に
関
す
る
協
定

届
）
の
届
出
は
行
っ
て
い

ま
す
か
。

　

個
人
事
業
所
・
法
人
事

業
所
、
従
業
員
の
人
数
を

問
わ
ず
、
従
業
員
を
時
間

め
、
日
々
あ
ら
ゆ
る
課
題

に
目
を
向
け
、
克
服
し
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
議
論

を
重
ね
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
案
に
つ
い
て

「
担
当
者
会
議
を
対
面
、

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
開
催
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

山
本
書
記
長
が
「
令
和
５

年
度
は
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
で
開
催
し
、
全
て
の

担
当
者
会
議
を
終
え
た
時

点
で
総
括
す
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支

部
の
活
動
報
告
で
は
、
組

織
拡
大
の
た
め
の
取
り
組

み
や
支
部
の
問
題
点
等
を

協
議
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
少
し
落
ち
着
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
会
議
終
了
後

に
は
宴
会
場
に
て
希
望
者

の
み
の
交
流
の
時
間
が
設

け
ら
れ
、
支
部
間
の
交
流

と
繋
が
り
を
深
め
ま
し
た
。

適
切
な
保
険
加
入

事
前
に
支
部
に
連
絡
を

外
・
休
日
労
働
に
従
事
さ

せ
る
場
合
は
、
36
協
定
届

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
時
間
外
・
休
日
労
働

が
月
30
分
、
１
時
間
で
あ

っ
て
も
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

36
協
定
届
は
現
在
、
建

設
業
以
外
の
事
業
所
で
は

「
一
般
条
項
」
と
「
特
別

条
項
」の
２
種
類
が
あ
り
、

１
ヶ
月
あ
た
り
45
時
間
以

内
、
１
年
あ
た
り
３
６
０

時
間
以
内
（
休
日
労
働
時

間
は
含
ま
な
い
）
の
時
間

外
・
休
日
労
働
に
従
事
さ

せ
る
場
合
は
「
一
般
条
項

（
様
式
９
号
）」、
そ
れ
を

超
え
る
場
合
は
「
特
別
条

項
（
様
式
９
号
の
２
）」
の

36
協
定
届
の
届
出
と
な
り

ま
す
。

　

一
方
、
建
設
業
に
お
け

る
36
協
定
届
は
現
在
、
一

種
類
の
み
（
様
式
９
号
の

４
）
で
す
が
、
建
設
業
に

お
け
る
時
間
外
労
働
時
間

の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ

る
、
令
和
６
年
４
月
１
日

以
降
は
、
他
産
業
と
同
様

に
「
一
般
条
項
」「
特
別
条

項
」
の
２
種
類
の
協
定
届

様
式
と
な
り
ま
す
。

　

書
類
の
雛
形
は
「
厚
生

労
働
省
主
要
様
式
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
労
働
基

準
法
等
関
係
主
要
様
式
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
出
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
事
業
所
管
轄
の
労
働

基
準
監
督
署
に
届
出
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
【
女
性
会
】
４
月
18
日
、

岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
女
性
会
学
習
会
を
開

催
し
、
21
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

健保適用
除外制度

し
協
会
け
ん
ぽ
へ
移
行
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
保
適
用
除
外
制
度
を

利
用
し
た
建
設
国
保
は
適

切
な
保
険
で
あ
り
、
国
土

交
通
省
の
通
知
に
お
い
て

「
健
保
適
用
除
外
承
認
申

請
の
手
続
き
を
経
て
、
国

保
組
合
に
加
入
し
て
い
る

法
人
等
の
事
業
所
は
適
切

な
保
険
加
入
で
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
協
会
け
ん
ぽ
に

入
り
直
す
こ
と
を
求
め
て

い
る
も
の
で
は
な
い
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
人
設
立
等
で
、
一
旦

社
会
保
険
の
適
用
事
業
所

と
な
る
と
、
再
び
建
設
国

保
に
移
行
し
、
健
保
適
用

除
外
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

法
人
設
立
等
を
検
討

し
て
い
る
方
は
、
必
ず

設
立
前
に
所
属
支
部
に

事
前
連
絡
の
上
、
健
保

適
用
除
外
制
度
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（健保適用除外制度）

＋

＋

（社会保険）

※ 一旦、社会保険に加入すると、再び建
設国保に加入することはできません。

厚
生
年
金

建
設
国
保

協
会
け
ん
ぽ

厚
生
年
金

運
動
経
過
を
確
認

体操で免疫力アップ
２年ぶりの学習会を開催

　

午
前
は
大
橋
会
長
の
指

導
の
下
『
ち
り
め
ん
生
地

を
使
用
し
た
ト
ン
ボ
ブ
ロ

ー
チ
作
り
』
を
行
い
ま
し

た
。
ち
り
め
ん
生
地
で
胴

体
と
２
枚
の
羽
根
を
作
り

繋
ぎ
合
わ
せ
、
目
玉
の
部

分
に
ビ
ー
ズ
を
付
け
る
と

世
界
に
一
つ
の
ト
ン
ボ
ブ

ロ
ー
チ
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。参
加
者
か
ら
は「
ち

り
め
ん
柄
の
配
置
に
よ
っ

て
、
出
来
上
が
っ
た
ト
ン

ボ
の
色
合
い
が
異
な
る
の

が
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
橋

本
先
生
を
講
師
に
迎
え

『
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
体
操
』
を
実
施
。
ま

ず
は
椅
子
に
座
り
フ
ェ
イ

ス
タ
オ
ル
１
本
で
簡
単
に

で
き
る
体
操
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
体
が
ほ
ぐ
れ
て
き
た

最
後
に
は
「
べ
っ
ぴ
ん
音

頭
」
に
合
わ
せ
て
総
復
習

と
な
る
体
操
を
行
い
ま
し

た
。
曲
の
ペ
ー
ス
に
遅
れ

な
い
様
に
踊
り
続
け
る
の

は
大
変
で
し
た
が
、
参
加

者
は
一
様
に
爽
や
か
な
表

情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
で
し

た
が
、
有
意
義
な
学
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

運
動
不
足
を
解
消

残業時間の
上限規制の全体（イメージ）

【特別条項】
１ヶ月

100時間未満
休日労働含む

１ヶ月
45時間以内

休日労働含まない

１日　 8時間
１週　40時間

残業時間の上限
〈第２段階〉

残業時間の上限
〈第１段階〉

法定労働時間

36協定の締結

組合HP新しくなりました!!
・�トップページの「お知らせ」では、組
合からのお知らせ、各種講習の日程、
組合機関紙等を掲載しています。
・�建設国保等（傷病手当金、高額療養費
等）に係る各種申請書（PDF形式）を
掲載しています。
・�建設国保保険料の計算シミュレーショ
ンも可能となっています。

スマートフォンでも閲
覧できます。左記「二
次元コード」を読み取
ってください。

フルハーネス型安全帯使用
特別教育実施のお知らせ
　当日の検温で発熱（37.5度以上）がある場合
は受講をお断りします。なお、マスクの着用に
ついては国の方針に従い、個人の判断に委ねる
ことを基本とします。
【開催日時】�令和５年７月23日（日）

９時00分～16時40分
※受付時間　８時30分～

【開催場所】�組合本部
【受講要件】�組合員または、組合員外であっても

事業主が組合員であれば受講可能
【受 講 料】組 合 員：2,000円

組合員外：3,000円
【定　　員】40人
【締 切 日】令和５年７月14日（金）
　※定員になり次第締切
　※�詳細は、所属支部へ問い合わせてください
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め
、
平
成
30
年
に
は
選

手
と
し
て
見
事
ベ
ル
ト

も
手
に
し
ま
し
た
。

　

常
設
の
キ
ッ
ク
ボ
ク

シ
ン
グ
ジ
ム
は
、
平
成

26
年
か
ら
開
設
し
、
現

在
は
プ
ロ
を
目
指
す
選

手
達
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
、
女
性
や
子
供
向
け

の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
週

４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
に
は
プ
ロ
キ
ッ

ク
ボ
ク
サ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
田
中
陸
登
選
手

も
所
属
し
て
お
り
、
ベ

ル
ト
獲
得
に
向
け
、
指

導
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
流
行
前
に
は

新
見
を
盛
り
上
げ
る
た

め
大
会
を
主
催
し
、
自

身
も
選
手
と
し
て
試
合

に
出
場
し
た
宮
本
さ

ん
。「
多
く
の
人
に
キ
ッ

ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
業
界
全
体

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。
ま
た
会
員
も
増
や

し
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ら
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
間
長
く

生
き
て
い
る
と
思
い
が
け

な
い
こ
と
が
身
に
ふ
り
掛

か
か
り
ま
す
。
84
歳
に
な

る
実
の
兄
が
突
然
倒
れ
、

介
護
が
必
要
な
生
活
に
な

り
ま
し
た
。
独
り
身
の
兄

は
私
を
頼
り
、
手
助
け
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
私
も
介
護
に
関
す
る

講
演
な
ど
は
聴
い
て
い
ま

し
た
が
、
目
の
前
の
現
実

と
な
る
と
何
も
解
ら
ず
、

病
院
や
、
介
護
士
さ
ん
か

296

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

プロ選手も指導
キックボクシングを盛り上げたい

新見支部 宮本真治さん（土工・40歳）

　

新
見
市
長
屋
で
キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
「
拳
狼

会
」
の
会
長
兼
ト
レ
ー
ナ

ー
と
し
て
生
徒
達
を
指
導

し
て
い
る
宮
本
さ
ん
。

　

小
学
校
２
年
生
か
ら
中

学
校
ま
で
空
手
を
習
い
、

高
校
卒
業
後
に「
拳
狼
会
」

と
し
て
市
民
体
育
館
の
武

道
場
な
ど
で
空
手
を
教
え

る
先
生
と
出
会
い
ま
す
。

　

約
10
年
前
に
そ
の
先
生

が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
か

ら
、
宮
本
さ
ん
が
後
を
継

ぎ
空
手
を
教
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
で

リ
ン
グ
に
上
が
っ
て
試
合

を
し
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
、
独
学
で

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始

都窪支部
牧野　郁子

　

朝
、
明
る
い
日
が
差
し

込
み
目
が
覚
め
、
緑
黄
色

の
鮮
や
か
な
木
々
の
葉
っ

ぱ
に
感
動
す
る
さ
わ
や
か

な
５
月
の
初
め
、
コ
ロ
ナ

禍
も
落
ち
着
き
は
じ
め
、

み
な
さ
ま
の
元
気
な
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。

　

４
月
４
日
に
支
部
女
性

会
で
お
花
見
を
実
施
し
ま

し
た
。
早
島
に
あ
る
国
鉾

神
社
で
お
弁
当
を
食
べ
、

春
に
な
る
と
桜
が
名
所
の

早
島
公
園
を
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
ま
し
た
。
今
回
の
お

花
見
で
は
、
支
部
四
役
か

支部四役からのプレゼントを手に撮影

ら
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
沢
山
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。
自
分
が
介
護
を
す
る

立
場
に
な
り
、
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
あ
る

こ
と
に
改
め
て
気

づ
き
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
が

何
か
と
話
題
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
生
き
と
し

生
け
る
者
、
み
ん

な
年
老
い
て
い
く

現
実
を
他
人
事
と

思
わ
ず
、
老
後
の

こ
と
を
よ
く
考
え
、

田中選手のミット打ちをする宮本さん

気
持
ち
を
備
え
て
お
く

こ
と
が
と
て
も
大
切
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

令和５年度　集団健診（７月分）
支　部 日　程 健診会場
笠　岡 ７月５日（水） 笠岡市民会館

高　梁
７月６日（木）

（AM）北房文化センター
（PM）成羽たいこまるプラザ

７月７日（金） 高梁支部会館

和　気
７月６日（木） 備前市勤労者センター
７月７日（金） 和気中央公民館

新　見 ７月８日（土） 新見市地域福祉センター
吉　備 ７月15日（土） ライフタウン　まび
苫　田 ７月15日（土） 加茂町公民館
久　米 ７月18日（火） 美咲町立中央公民館

西大寺
７月15日（土）

百花プラザ
７月16日（日）
７月19日（水） 長船町公民館

　完全予約制による集団健診を実施します。（和気・苫田支部は当日
申込・受診）
　詳しくは、所属支部の集団健診の案内で確認し申込みください。
　健診機関より届いた受診票に記載の受付時間を厳守の上、来場く
ださい。
　マスクの着用、手指の消毒、体調不良時は受診を控えるなど、引
き続きご協力をお願いいたします。
　また、今後地域の実情に合わせた対策をとらせて頂くことがあり
ます。ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　日帰り人間ドック・レディース健診または、お近くの医療機関で
受診できる特定健診や11月頃から始まる日曜健診等を受診希望の
方は、所属支部へ相談・申込みしてください。
　健診は、自分の身体を知るチャンスです。必ず、年１回受診して
ください。

倒
れ
た
兄
の
介
護
で
学
ぶ

老
後
に
対
す
る
備
え
を
し
よ
う

〈
県　

内
〉

１
日

　

女
性
会
定
期
総
会

　

女
性
会
幹
事
会

４
日

　

�

動
力
巻
き
上
げ
機
特

別
教
育

13
日　

四
役
会
議

15
日　

国
保
会
計
監
査

18
日

　

�

青
年
技
能
競
技
大
会

予
備
講
習（
加
工
・

組
立
）

23
日　

執
行
委
員
会

25
日

　

青
年
部
定
期
大
会

28
日

　

�

技
術
対
策
部
担
当
者

会
議

〈
県　

外
〉

７
日

　

仕
事
確
保
学
習
会

�

（
W
E
B
）

８
～
９
日

　

�

全
国
職
訓
生
及
び
講

師
・
実
務
担
当
者
交
流

集
会

　

�

中
国
地
協
主
婦
交
流
集

会（
山
口
）

10
～
11
日

　

�

中
国
地
協
青
年
部
交
流

集
会（
岡
山
）

15
～
16
日

　

�

全
国
賃
金
対
策
活
動
者

会
議

16
日

　

全
国
財
政
活
動
者
会
議

�

（
W
E
B
）

20
日

　

共
済
活
動
推
進
会
議

22
日

　

�

全
国
税
金
対
策
活
動
者

会
議�

（
W
E
B
）

木造建築物の組立て等作業主任者
技能講習のお知らせ

【実 施 日】�１日目：令和５年７月１日（土） 
２日目：令和５年７月２日（日）
※２日間の受講が必要です。

【時　　間】�午前９時～午後５時
【実施場所】組合本部
【定　　員】�40人（定員になり次第締め切り）
【受 講 料】11,000円（テキスト代含む）
【受講資格】実務経験３年以上かつ21歳以上
【締　　切】令和５年６月16日（金）
　※詳細は所属支部まで問い合わせてください。


